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1. 平成19年９月中間期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日)  （百万円未満切捨て）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　19年９月中間期 5,903 （△22.4） △4 ─ △48 ─ △26 ─
　18年９月中間期 7,608 ─ 450 ─ 418 ─ 238 ─

　19年 ３月期 13,762 ― 559 ― 518 ― 227 ―
　

　
１株当たり中間
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

　 円 銭 円 銭

　19年９月中間期 △1,643 51 ─ ─
　18年９月中間期 14,658 37 ─ ─

　19年　３月期 13,981 17 ─ ─

(参考) 持分法投資損益 19年９月中間期 △8百万円 18年９月中間期 △20百万円 19年３月期 △11百万円

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在しますが１株当たり中間純損失であるため

記載しておりません。

(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

　19年９月中間期 14,140 3,902 27.2 233,045 93

　18年９月中間期 14,613 3,974 26.8 240,701 57

　19年　３月期 13,813 3,920 28.0 237,628 22

(参考) 自己資本 19年９月中間期 3,841百万円 18年９月中間期 3,923百万円 19年３月期 3,872百万円

　

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

　19年９月中間期 752 △696 177 2,265

　18年９月中間期 △53 △316 1,747 2,575

　19年　３月期 △119 △516 1,474 2,032

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金

(基準日) 中間期末 期末 年間
　 円 銭 円 銭 円 銭

19年３月期 2,500 00 2,500 00 5,000 00

20年３月期(実績) 2,500 00 ─
5,000 00

20年３月期(予想) ─ 2,500 00

　

3. 平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）　(％表示は、対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 12,500 （△9.2） 90 （△83.9） 20 （△82.6） 10 （△95.6） 613 57
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4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　無

　

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　有

②　①以外の変更　　　　　　　　　無

〔(注)　詳細は、19,20ページの会計方針の変更をご覧ください。〕

　

(3) 発行済株式数（普通株式）

　 ①
期末発行済株式数
(自己株式を含む)

19年９月中間期 16,494株　18年９月中間期 16,304株　19年３月期 16,304株

　 ② 期末自己株式数 19年９月中間期 7株　18年９月中間期 4株　19年３月期 5株

(注)　１株当たり中間(当期)純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、39ページ「１株当たり情報」

をご覧ください。

　

(参考)　個別業績の概要

1. 平成19年９月中間期の個別業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 5,769 （△24.0） △9 ─ △40 ─ △18 ─
18年９月中間期 7,590 （20.2） 452 （33.9） 442 （34.1） 261 （48.1）

　19年　３月期 13,665 ― 564 ― 541 ― 245 ―
　

　
１株当たり中間
(当期)純利益

　 円 銭

19年９月中間期 △1,163 92

18年９月中間期 16,021 72

　19年　３月期 15,039 46

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

　19年９月中間期 13,901 3,900 28.0 235,787 15

　18年９月中間期 14,423 3,968 27.5 243,397 11

　19年　３月期 13,564 3,911 28.8 239,939 78

(参考) 自己資本 19年９月中間期 3,889百万円 18年９月中間期 3,968百万円 19年３月期 3,911百万円

　

2. 平成20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）　　　(％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 12,300 （△10.0） 90 （△84.1） 30 （△94.5） 20 （△91.8） 1,226 61

　
　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「１.経営成

績（１）経営成績に関する分析をご覧下さい。
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１　経営成績

(1) 経営成績に関する分析

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や雇用環境の改善などにより、景気は引続き好調に推

移してまいりましたが、米国でのサブプライムローン問題に端を発した国際的な金融、資本市場の混乱、原油価格の

高騰等により、世界経済に不透明感が見られる状況になってまいりました。

このような状況の中で当社は、Ｒ＆Ｄセンターの開設（平成19年７月12日、13日プライベートショーの開催）にと

もない、製造部門のさらなる内製化と稼働率のアップをはかるとともに、販売面におきましても、中国深圳での現地

法人の設立、国内では８月に大宮支店内ショールームを設置、九州営業所の新設と、製造とサービスが一体となって

お客様に満足いただける品質・納期の確保、原価低減活動、新技術の開発や業務の効率化等に取り組み、企業体質の

一層の強化に努めてまいりました。

これらの結果、当期の中間連結売上高は、5,903百万円となりました。

　これを部門別にみますと、

・ 射出成形機部門におきましては、国内向け販売は電子精密部品業界を中心に比較的堅調に推移してまいりまし　

　 たが、海外売上ではアジア地区において、台湾など受注が回復に伴い販売が増加した地区がある一方、他方で

　 韓国向けなど受注の落ち込みにより販売が低迷した地区も見られ、売上高は5,380百万円となりました。

・ 特機部門におきましては、液晶製造関連業界の設備投資需要の大幅な減少により、検査装置向けなどの精密ス

　 テージの受注が減少し、売上高は523百万円となりました。

一方、利益面につきましては景気回復に伴う人件費の増加、設備投資による減価償却費等の増加や無償サービス費

等の増加により、また、営業外費用として借入金の増加に伴う支払利息の増加など費用面の増加が著しく、この為、

連結経常利益は△48百万円となり、連結中間純利益は△26百万円となりました。

今後の国内景気の見通しにつきましては、引き続き企業収益の改善や設備投資が堅調に推移すると予想されるもの

の、米国経済の減速感、国際的な金融不安の高まり、原油価格高騰等の不透明感が増しており、また、当社の海外主

要販売地域である韓国向けの販売の低迷、Ｒ＆Ｄセンターの稼動による原価低減効果が後期になると思われる等の理

由により、通期の連結業績見通しは、連結売上高12,500百万円、連結経常利益20百万円、連結当期純利益10百万円を

見込んでおります。
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(2) 財政状態に関する分析

　当中間連結会計期間末のキャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、 前中間連結会計期間末に比べ

309百万円減少（12.0％減）し、2,265百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計年度において営業活動の結果得られた資金は、752百万円となりました。これは主に、収入面では、

減価償却費（199百万円）、仕入債務の増加（291百万円）及び売上債権の減少（843百万円）等により資金が増加し

ましたが、他方、支出面において、たな卸資産の増加（293百万円）、また法人税等の支払い（145百万円）等により

資金が減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は△696百万円となりました。

これは主に有形固定資産（665百万円）の取得等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計年度において財務活動の結果取得した資金は177百万円となりました。

これは主に、収入面では短期（924百万円）及び長期借入れ（700百万円）の増加と他方、支出面ではそれらの返済

（900百万円及び440百万円）及び長期未払金の支払い（65百万円）等の資金の減少によるものです。

今後におきましても、キャッシュ・フローに留意した経営を行い、財務体質の強化を着実に推進する所存でありま

す。

(参考)　キャッシュ・フロー関連指標の推移

　

　 平成18年９月期 平成19年９月期 平成19年３月期

自己資本比率（％） 26.8 27.2 28.0

時価ベースの自己資本比率（％） 31.2 21.8 26.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ─ 2.8 ─

インタレスト・ガバレッジ・レシオ（倍） ─ 18.8 ─

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

（中間期については、営業キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しております。）

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は、中間期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。

（注２）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注３）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注４）営業キャッシュ・フローはキャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま

　　　　す。有利子負債は連結（中間連結）貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

　　　　対象としております。また、利払いにつきましては、キャッシュ・フロー計算書の支払の額を使用しておりま

　　　　す。
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（注５）キャッシュ・フロー対有利子負債比率は、平成18年９月期・平成19年３月期については営業活動によるキャッ

　　　　シュ・フローがマイナスのため記載しておりません。

（注６）インタレスト・カバレッジ・レシオは、平成18年９月期・平成19年３月期については営業活動によるキャッシ

　　　　ュ・フローがマイナスのため記載しておりません。

　

(3）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題と考え、利益配分につきましては、将来の事業展開と経

営体質の強化を念頭においた内部留保の確保の双方を考慮しつつ、安定した配当を継続して実施していくことを基本

方針としております。

このような基本方針に従いまして、当中間期末の配当金につきましては１株につき2,500円とさせて頂く予定であり

ます。

　

(4) 事業等のリスク

当社グループの事業の状況、財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあり、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがあります。

①競合の状況及び当社製品の競争優位性について

　当社グループの事業領域である小型精密分野の射出成形機には、当社グループの他、数社が市場参入しておりま

す。ここ数年は特に新規参入はなく、参入障壁は高いと考えられます。

ただ、汎用品に関しては、既存メーカー間の価格競争が激しくなっております。当社は価格競争を避けるべく、射出

部におけるⅤライン方式、動力部におけるハイブリッド方式などの新技術の開発による性能、機能上の優位性を確保

し、高性能分野に注力する方針であります。

当社グループの技術革新は継続的な課題と認識しておりますが、これが停滞する場合や、競合他社が画期的な新技

術を投入してきた場合などには、競合他社との技術的、機能的格差が縮小する可能性があります。そのような場合に

は売上の減少や原価率悪化につながる可能性があります。

また、これらの新技術は、特許権等の知的財産権に保護されている部分もありますが所有する特許権の期限が切れ

た場合において、当該特許を用いて他社が同様の技術を持つ射出成形機を生産・市場に投入することも考えられ、そ

の場合には当社グループ製品との差別化が図れなくなる可能性があります。

②事業体制・人員の拡充について

　当社グループは、海外における販売に関しては、機械商社等を代理店として活用する方針を有しておりましたが、

ユーザー企業の海外進出の進行がより一層進んだことなどから、海外におけるサポート体制を強化する必要性が増し

ていると判断し、アジアを中心とした独自の販売拠点網を展開しております。

今後とも、業容拡大、販路の開拓のため、各グループ企業の各部署において人材の確保に注力する方針であります

が、人材採用が不調に終わった場合、成長性が阻害される可能性があります。また、人員の増加とともに、固定的な

費用も増加するため、売上が計画を達成できなかった場合には業績が悪化する可能性があります。
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